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令和３年度池田町教育委員会教育行政執行方針 

 

令和３年池田町議会定例会第１回定例会議の開会に当たり、池田町教育委員

会の所管行政の執行に関する主要な方針について申し上げます。 

 

Ⅰ はじめに 

学習指導要領の改訂に向けた中央教育審議会の答申において、今後、社会

の変化は加速度を増し、複雑で予測困難な時代を迎えることが指摘されてい

ましたが、新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大により、その指摘

が現実のものとなっています。 

今日、新たな課題が生じている中、人材育成の基盤をなす義務教育は、子

どもたちの学びを確実に保障していく上で一層重要な意義を持ち、令和の時

代とともに「新学習指導要領の全面実施」、「学校における働き方改革」、「Ｇ

ＩＧＡスクール構想」など、極めて重要な取組を着実に進め、新しい時代の

教育を実現していくことが求められています。 

 

Ⅱ 教育行政に臨む基本姿勢 

こうした認識の下、教育の「不易」を基本に「流行」を的確に捉えながら、

子どもたち一人ひとりが様々な社会的変化を乗り越え、持続可能な社会の創

り手となる資質・能力を育むことができるよう、教育行政に臨む基本姿勢に

ついて申し上げます。 

本町の子どもたちの学力については、昨年、全国調査が実施されなかった

ことから全国・全道との比較はできないものの、文部科学省提供の問題を活

用した学校独自の調査では、国語及び算数・数学すべてで小・中学校とも前

回調査を上回り、特に国語では１０ポイント以上の上昇となりました。 

教育委員会としては、調査で明らかになった学力や学習習慣、規範意識・

自己肯定感等の状況を踏まえ、改訂学習指導要領で示された「学びに向かう

力・人間性等の涵養」、「生きて働く知識・技能の習得」、「未知の状況にも対

応できる思考力・判断力・表現力等の育成」に向けた教育環境づくりを進め

るとともに、地域の人的・物的資源も活用しつつ「社会に開かれた教育課程」

の実現を通じて、よりよい学校教育がよりよい社会を創るという理念を地域

社会と共有し、協働しながら子どもたちの成長を支えてまいります。 

 

Ⅲ 重点政策の展開 

次に、教育行政に臨む基本姿勢に基づき、令和３年度の重点政策について

申し上げます。 
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１ 主体的・対話的で深い学びの実現 

第一は、「主体的・対話的で深い学びの実現」です。 

新型コロナウイルス感染症が教育活動等に影響を及ぼす中にあっても、

子どもたちが主体的に学習に取り組む態度を身に付けるとともに、学びを

深めていく授業改善・教育活動を通じて基礎的・基本的な知識や技能を確

実に習得させ、課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等を

育んでいくことが重要です。 

このため、「ＧＩＧＡスクール構想」に基づき、災害や感染症の発生等の

緊急事態においても子どもたちの学びを保障する「一人一台端末」の環境

づくりを推進するとともに、ＩＣＴに関する専門的知識を持った技術者の

活用を図りながら興味・関心を高める授業改善に取り組みます。 

また、学力向上に向けた学校の取組状況を把握し指導・助言するほか、

課題となっている学習時間の確保について、家庭への啓発を行います。 

個に応じたきめ細かな指導体制の充実に向け、臨時教員等や加配教員の

活用による少人数指導や習熟度別指導に取り組むとともに、利別小学校の

複式学級の解消や高島小学校の学校事務職員の配置を図ります。 

教育的な支援が必要な児童生徒のニーズに応じた指導や支援の充実に向

けて、学習や学校生活を補助する職員の配置を継続するとともに、昨年設

置した幼保・小中高・福祉等の関係機関による「特別支援教育連携協議会」

の充実を図り、「個別の教育支援計画」を活用した学校段階間の切れ目のな

い指導や支援に取り組みます。 

幼児教育については、幼稚園等での遊びや生活を通して育まれてきたこ

とが小学校での学習に円滑に結びつくよう、「スタートカリキュラム」に対

する幼稚園・保育園・小学校での共通理解を図ります。 

さらに、教科指導等における小中連携の強化を図りながら、義務教育９

年間を見通して教育活動を展開する小中一貫教育の導入に向けて、具体的

な検討に着手します。 

 

２ 豊かな心・人間性の涵養と健やかな体の育成 

第二は、「豊かな心・人間性の涵養と健やかな体の育成」です。 

子どもたちが、自らの生き方を考え主体的な判断の下に行動し、自立し

た人間として他者と共によりよく生きる基盤となる道徳性とともに、たく

ましく成長していく健康・体力を身に付けることが重要です。 

このため、「特別の教科道徳」について、公開授業や学校教育指導等を通

じ、答えが一つではない課題に子どもたちが道徳的に向き合い、考え、議

論する道徳教育の充実に努めます。 

  いじめについては、すべての子どもたちが元気に学校生活を送ることが
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できるよう、「池田町いじめ防止基本方針」に基づく組織体制等の充実を図

ることはもとより、様々な悩みを相談できる教育相談員の配置や北海道か

ら派遣されるスクールカウンセラーの活用等により、いじめの未然防止、

早期発見・早期対応を徹底します。 

  本町出身の西條奈加さんが第１６４回直木賞を受賞されました。 

こうしたことも契機としながら、子どもたちが読書に親しみ、感性や表

現力、豊かな創造力等が身に付くよう「第３次池田町子どもの読書活動推

進計画」に基づいた取組を推進します。 

 子どもたちの体力・運動能力については、すべての学年を対象に学校独

自に実施した新体力テストの調査結果を検証し、体力等の向上を目指した

授業改善に取り組みます。 

フッ化物洗口については、むし歯予防手段としての安全性等について周

知を図り、保護者の皆様の理解を得ながら多くの児童の参加に努めます。 

   学校給食については、今後とも、地元食材を活用しながら安全・安心で

栄養バランスのとれた給食を提供するとともに、食物アレルギーへの対応

に万全を期すなど、学校給食を通して子どもたちの健やかな成長を支えま

す。   

また、新たに、給食用食材を保存する保冷庫を整備します。 

さらに、子どもたちが食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付

けることができるよう、栄養教諭による食育指導の充実を図ります。 

 

３ 子どもたちの成長を支える教育環境づくり 

   第三は、「子どもたちの成長を支える教育環境づくり」です。 

学校は、学習や生活の指導等を通じて子どもたちが知識・技能を習得し、

豊かな心・人間性を育んでいく場であり、こうした教育活動等が円滑に行

われるよう、学校・家庭・地域がそれぞれの役割を認識し、連携しながら

子どもたちの成長を支えていくことが大切であるとともに、その施設を適

切に維持管理していくことが必要です。 

このため、令和３年度からスタートする「第５次池田町教育基本計画」

で目標として掲げた「学ぶ意欲を持ち、夢や目標の実現に向けて努力する

子ども」、「ふるさとへの愛着と誇り持ち、優しい気持ちで、ともに支え合

いながら生きる子ども」を育んでいくため、計画期間５年間における各種

施策を着実に進めます。 

各学校で取組を進めている「コミュニティ・スクール」については、学

校運営協議会の一層の活性化を図り、地域の教育資源を効果的に活用しな

がら、家庭や地域が教育活動に参画し、子どもたちの成長を支える体制づ

くりの強化を図ります 
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令和４年度、本町の小学校は１校に統合となります。 

２つの小学校の閉校に向けて設立された協賛会の活動等を支援するとと

もに、子どもたちが統合後の学校に不安なく円滑に馴染むことができるよ

う、教育活動の交流の場を設定するほか、学校が培ってきた特色ある教育

活動を統合後の学校に取り入れていく検討を進めます。 

また、学校統合に向けた児童へのきめ細かな対応等を担う教員の加配を

検討するとともに、バス利用に関する運行経路や遠距離児童の通学時間を

緩和する方策等について、早期に保護者の皆様に具体案をお示しします。   

学校における働き方改革については、教員が専門性を活かしつつ授業改

善や子どもと向き合うための時間が確保できるよう、「学校における働き方

改革池田町アクションプラン」の着実な推進と検証を行うとともに、働き

方改革を総合的に進める方策の一つとして、一年単位の変形労働時間制の

活用について研究を進めます。 

また、すべての教職員が健康で教育活動に専念できるよう、ストレスチ

ェックへの参加率１００％を目指します。 

学校施設については、老朽化した池田小学校校内放送設備を改修し、効

果的な教育活動の展開や緊急時の的確な避難行動等に備えるほか、「池田町

学校施設等長寿命化計画」を踏まえ、長期的視点に立って、求められる施

設の機能・性能を確保する計画的な補修・改修等を検討します。 

池田小学校プールの活用に当たっては、利用しやすい環境づくりはもと

より、幼児、小学生、一般の方々を対象とした水泳教室や児童の交流も目

的とした事業を実施します。 

学校プールについては、新たな施設の令和４年度供用開始に向けて池田

中学校敷地内での整備を進めます。 

既存の池田小学校プール及び隣接する使用見込みのない２棟の教員住宅

は解体し、跡地については、学校統合も見据え有効活用を図ります。 

また、夏季休業期間中、北部地域コミュニティセンターを活用したプー

ル以外での子どもの居場所づくりに取り組みます。 

利別小学校スケートリンクについては、引き続き、造成等を民間事業者

に委託します。 

 

４ 文化・芸術活動の推進 

第四は、「文化・芸術活動の推進」です。 

ふるさとの歴史・文化を知るとともに、本物の文化・芸術等を鑑賞する

機会を提供することは、ふるさとへの愛着や誇りを育み、豊かな感性を備

えて成長するために大切です。 

このため、活動拠点である田園ホールについては、指定管理者とも連携



- 5 - 

 

しながら、町民の皆様の様々な活動など、利用する方々の視点に立った運

営、活動の場づくりに努めます。 

町民の皆様の共有財産・知的資源である池田町郷土資料館については、

子どもたちがふるさとの歴史や現状を知り、将来を考える有効な施設とし

て活用を図るとともに、多くの方に来館いただけるよう、特別展の企画や

展示方法の工夫を検討するほか、４月末からのゴールデンウィーク期間中、

試行的にすべてを開館日とし施設の利用促進を図ります。 

さらに、町民文化誌「ふんべ」の発刊に向けて文化協会を支援するほか、

子どもたちの文化・芸術等への関心を高め、豊かな情操を養うため音楽や

演劇等の芸術鑑賞事業を実施します。 

 

５ 青少年の健全育成の推進 

   第五は、「青少年の健全育成の推進」です。 

子どもたちが、様々な体験を通じて創造性や協調性などを身に付け、夢

や目標、ふるさとを愛する心を持ってたくましく健やかに成長することが

大切です。 

このため、休日を利用して様々な体験活動を行う「わんぱく体験塾」や

異なった学校・学年の児童が一定の期間ともに生活する「通学合宿」につ

いては、多くの子どもたちが参加し体験・交流できる場となるよう、事業

内容等の一層の周知を図ります。 

また、スポーツ活動や体験学習を行う「放課後子ども教室」や地域のボ

ランティア等の協力を得て実施する「学び塾」に、引き続き、取り組みま

す。 

歴史・文化や気候風土等の異なる地域を訪れ、ふるさとの良さの再発見

や我が国の歩んできた歴史などを学ぶ沖縄県読谷村への「小学生道外派遣

研修事業」を実施するほか、失敗を恐れず挑戦することの大切さを伝える

「子ども夢事業」を実施します。 

 

６ スポーツ活動の充実 

   第六は、「スポーツ活動の充実」です。 

町民の皆様に、それぞれの興味や関心に応じてスポーツを楽しむ環境を

提供することは、健康の保持・増進、体力向上とともに、健やかに生き生

きと暮らし活力あるまちづくりに必要です。 

このため、「ソフトボール」、「ペタンク」、「カーリング」、「ミニバレー」

の地域対抗スポーツ大会を開催しスポーツに親しむ機会を提供するととも

に、スポーツを通じた地域の親睦や協働意識の醸成に努めます。 

また、カーリングについては、施設の適切な維持管理に努めることはも
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とより、スポーツとしての面白さを知る活動として、小中学校の授業での

取組や子どもカーリング大会等を実施します。 

スポーツの活動拠点である総合体育館については、利用者が増加してい

るトレーニング室の機器更新に向けて、スポーツ振興くじ助成金の活用を

図ります。 

 

７ 生涯にわたる学習機会の確保・充実 

第七は、「生涯にわたる学習機会の確保・充実」です。 

町民の皆様が、豊かで潤いのある生活を送るとともに、持続可能な地域

づくりを進めるためには、生涯を通じ学ぼうとする意欲に応える環境づく

りが必要です。 

このため、多くの町民の皆様が気軽に本に親しむ図書館機能の充実に向

け図書館照明のＬＥＤ化を図るとともに、図書館管理システムによる円滑

な蔵書管理や貸出管理業務等による読書活動の推進を図るほか、ボランテ

ィア団体による活動の場の提供や指定管理者と連携協力した図書館事業の

充実に努めます。 

「遊ゆう大学」については、在校生からのアンケートを参考に講座内容

などに工夫を重ねながら、町民の皆様が生き生きと元気に活動できる場と

しての充実を図ります。                 

 

以上、令和３年度に取り組む重点政策について申し上げました。 

 

Ⅳ むすび 

新型コロナウイルス感染症対策として、長期にわたる学校の臨時休業措

置や各種事業の取り止めなど、当たり前のように存在していた学校に通学

できない状況や地域での学習・体験の機会等が失われた中、子どもたちや

家庭・地域にとって教育という営みがどれほど大きなものであったかとい

うことが、改めて浮き彫りになりました。 

また、学校での教育活動が、学習機会や学力を保障することのみならず、

人としての発達・成長や精神的な健康を保障する役割をも担っていること

が再認識されました。 

教育委員会としては、学校や地域において教育行政の果たす役割の重要

性を踏まえ、保護者の皆様をはじめ地域の方々の期待に応えることができ

るよう、責任を持って、子どもたちの健やかな学びを保障し、子どもたち

が笑顔に溢れ、池田町で生まれ、育ち、学び、将来への夢や目標の実現に

向けて成長していく教育環境づくりとともに、地域の活性化に資する取組

を進めてまいります。 
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町民の皆様並びに町議会議員の皆様のご理解とご協力を心からお願い申

し上げ、教育行政執行方針とさせていただきます。 


